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＠68 4USoDM''と06""''
剛いた場合についても参考として対照的に必ず"Some''のこの叡の川例の一二
を禍げざるを得ない状態である。従って中学三年の教科書に姉把の如き疑問文
における04"me''の川例がでてくるのは当然であって，との額の川法が節三巻
の経り近くに現われるのはむしろ遅きに失する位である。
事実疑問文に4Ghmy''の代りに"SOnle"が出現する事例は頗る多く，疑問が
主語と動詞，助動詞との位低の転換を行った文型にも，行わない文型にも，同
様に66mme''を用いて提示さ弧ろ文例は至極多数に見出される。
Wemightgoawaysomewherefbrabitifyolllike,Ma血？（A､Chri馬tie，
P"･ﾙ(''･P""I""""""P.21.)
Somethinginmyline？（｡慨oP､89.）
WiⅡyoudosomethingverykind？（〃"わP.225.）
蘭aveyougot”mCthingto錘ytome,MissKiI唱？（Maug”m,』Rﾙ”咋汎
P.39.)
AreyougoingtobeginsomethingafteraⅡ？(G・Greei'e,〃ﾊ"C""(I"""
G
Agw'lR24.)
AreyoUtryingtoI'utsomethil壇onme？（飯"0P.26.)
同様に0ddollbt''を表現する他の文型，例えば条件節にも"some"を布する文
例が数多くある。
……ifonlylhad"methingtothinkamut.(A.Christie,I'"･ﾙ”〃抑征
I7mww"'YztmI'.71.)
ItwouldlためoawMirsomethinghaplXned・Su”“ing，yolldied？
(Maughilm,〃〃P""edl'銀P､63.)
条件節のみならず86if''が$@altLmative''を表現する接統詞に川いられる場合に
も同様G6Some''は頻川する。
I"kedollrlildyifshecollldimdlnesomeonealldsheSaidsIlcthought
shecollld．(M&lugham,4闇ﾊ"d"P.128.)
･･･…lleaskedherifthemw(xenotsomemeansbywhichshecouldslip
over．(di"oPblO2.)
又ここで青う条件節はなるべく広義に解してOGif''及びその同義語のみならず，
次の如き場合に主で拡大さるべきである。
Butevenwhenhewm劃】'tdoingsomethingtiT℃SOmep……(A・H11xley,
1℃ifniCりImfα･I劾加JP,10.）
否定文における"SOnleD9.
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Alltho=feclmgs,Mr.Propter-1jllstcim'tbehevetheydidn'tm"n
something.(A.Huxley,4"cl･JIα抑〃αSt"""･P.95.)
このように疑問，否定，条件を表現する文叉は節，或は多少なりと疑いの意
味を表わす他の文節に9"SOme"叉はそのK0comlmllllds''を66dmy''叉はその
@Ccommunds''の代りに使川する実例は,特に討葉使いの厳密性を顧慮しない，
自IIIな表現に走り易い1符語的な文体を避けて，撫仙的と思われるものについて
のみとれを求めても，なお且つ終だ容易に多数の実例を拾い得られることか
ら,6GSomJとG0ally''の川法にはなかなか微妙なもののあることが察せられ
る。もっともこの場合に次の如き疑間文における00Somehow''の川例は必ずし
るとの二つの語の川法の一見して簡踊な，そして実はなかなか厄介な区別を一
層複雑化するために，持川す必要はないと思われる。
H“hesomehowor⑥t1画I〕"”iledllIxmlhcgirltotrustI1im？（A・
Christie,P<zl｡"'･IJync/m""<xlc"1'､36.)
上例の場合唯躍に6@somellow''なる4dcoml"1111d''のみを切り離して取脆げて考
えるのは安当ではなく，当然0fwmchoworother''と言う成句として考慮する
必要があるからである。O〃刀は不幸にしてとの成句を含む否定文も疑問文
も禍戦していないが，この場合上禍の文例が疑問文であると，平叙文であると
を問わすGfsomdlowoI･Othcr''は常にこの形の誰喪で使ﾉIIされ，これ力難問文
であるがため，或は否定文であるがためにGGimyhowor《》ther''と46amy''の一
応の慣例にならって改められたならば，恐らく今日の英語としては盤だ未熟
な，不自然な響を持つであろう。堺爽O〃Dにも6iallyhoworother''と言う
句は満|髄してないし,011I)hollyの上からも疑問，否定，条件のいず虹を問わす
常に6fsomehoworother''が同然な表現でもあり，安定した川法でもあろう。
このような場合は老噸の外に趾くとしてもD"SO1ne''と"imy''の川法が一見し
て明らかな,"&my''を4devcry''或は"nomilttcrwint''の意味,､或はG8Ame-
ricHmism''に発するd4mei"is''の川法におけるものを除いた他の区別の附けに
くいこれら二瀞のjlj法と意味はその区別には机当な喪ざらわしさが存在すると
言えるであろう。しかもこの点に関しては文法学審の注意は杯外におろそかに
されており,Curme,Swcetは殆どとの川法は取上げておらず，いず虹も否定，
疑問，条件におけるd4tmy''の川法にのみ爪点を世いたため，こ奴らの場合の
"SOIne"については驚く程無関心である。中で蚊もこの問題に注意を払ったの
は皿〃GにおけるJtsImrwnであろうが，この場合も前述の通りの有様で，
十分の説明なしで放磁さ飢ている現状である。このような斌雑な問題は超越し
7o 40Some''と｢f4"''
て,44imy''は獺数の場合には,@;L(mrWnorthillg)nom"terwhich,&L(I)crSon
orthing)ofwhateverkindor(lu&L11tity'を迩味し，複数の場合には,4"me
(I)ersonsorthings)nomatterwhich,ofwh;Lteverkindorhowmany'(〃〃G
Ⅶ、17.53.）を意味し，と飢らの意味では．intcrrCg'ltive,11"&ltive,condition811
clallses;mdclau"sOfcomParison'("")に川いら奴，肯定の平叙文では
'whichever(of税Ⅱ)ischo"n'(diffO)の意味で使川されると言うJespcr"''の
説明は，たとえその後“some”の項で蒜干の袖足的な説明があるとは蒲え，不
十分であるため却てこれら二語の川法に対する疑念在間めるのみである。のみ
ならず8tmy''と"SOIne''を語の発生の過去に逆上って在ぺる時，前肴が"Olle"
を意味する起源を有し，後者が"Samle"と同根であることを知る時(H.C.
Wyld,Z'んIPU7"1．の｡"/〃蛇'恥ハDjiv"on"･")如何に言語が時代の変狸ととも
に意味を変えるとは言うものの，今Hの英語において前掲の如き川例におい
て，全然意味上何らの差異なしに使川さｵLろかどうかに一応の疑問を抱くの
は，あながち刺1経質な無益な誰識だてとも思われない。
前掲のIIj例は紙面の関係と斌瑛を避けるこめ，唯問題の語を有する部分の妓
少限をﾘI刑したのみであって．実はこれから述べようとすることを裏づけるた
めには，乙飢らの文例が川いら弧た状況が判明する程度まで詳細な0jl川を試み
るべきであったのだが，比較的短いJ;I期で，しかも問題の語を含む文例が川い
ら虹た炊況が，判然と肴取できるもう一つの例を拾うと次の如きものがある。
4Wgllter,isn'上therc”mcthingwem11do？，shetllollghtth8ltthcTemust
IEsomedrugthcycouldgivehimvhichwo'lldstaytllcdre:Ldfi'lebbing
ofhislilig.(Maugham,2'AcID(Minfcdrc"1'.184.)
との疑問文は否定の形であって，そのいす飢か一つでもU@something''の代り
にGGanything''を使剛する方が一膳O6rEfluelltuse''と恩わ肌ろ珊合であるが，
との文例に現わ鯉た46mmething''はすぐ次に来る解説的な文が示す所により，
もっと直接的に言えばGdFomedrug''を指すのであり，鮮細な状況は別として，
話者が対者に向って，今荊に消えようとする生命を救うため,""medrug''を
強く要求したもので，もっと直裁簡明に文意を他の言葉に言い変えるならば，
明らかに6@Imustgivehimsomedrug.，，の意味であり，しかもその"W1ne
dmg''は必ずあるに通いないと青う話粁の自信と決心が"anylhing''を川いず
にG0somcthi8'g''なⅢいることによって表明されたものと解することができる。
従ってこの場合oganything''を型通りに使えば却て話粁の決心も自信も将し<
弱められる結果になるのではないかと恩巾匁ろ。従って問題のこの文は形こそ
0‘鋤"肥，，と004178"'' 7K
疑問形を取るとは言うものの，実賀的には$theremustbe"methillgwccimdo.'
であることは明白であり，その故にこの文がdd&mythillg''ではなく66"mething''
を用いたのは決して破格でないどころか，当然0GSomcthing''でなければなら
ない理由が発兇できる。この引jllにおいて拭みた挽明が前に禍げた諸文例にそ
の壷を適用できるかどうかを確めるために，前に戻って潴えるならば，短い引
用文ではあるが二三伺獄のものを見川すことができる｡
IaskedourlKldyifshccouldiindmesomconc.
この文例では筆者が，その求めるものが必ず可能に遼いないと硴信する場合に
はたとえ多少の疑念の余地があるにせよ,46&myollc''を川いやに"SOmeOne"を
川いるのは心理的に自然であり，殊に突喉のIIIIに話對の心の状態が正直に，あ
りの喪主に表現される時には，諦背の要求や確傭が弧烈な時と同様に，瀞の憧
川的な刑法について，形式的な反桶の乎統きを桁略して，直ちに表現が行われ
るのは当然である。前掲の例文の場合には巡ぐそれに就く弧ndsllc"iddle
thoughtShecould.によって誰者の確僧は鶏1ドきさ虹ている。叉前IIIの
’Somcthi鴫mmyliI1e？’
も同様に対者から肯定の返答を期制する諦瀞の自信が強いことは，対粁の返癬
を必要としないどころか，とのような間間さえ無川な慨Gあることはとのりl川
文の著者が如何なる作者であるかを見飢ぱ明らかな秘であり，こ奴がもし話瀞
の兇込遼いで，もし6Nothil'ginyourlinc.'と誘う返期が与えら飢鯉甑，一つ
の事件，従って一つの物語が成立しないことになるのである。もう一つ同じ性
衝の説明を試みる放らぱ，話粁がその意図に如何に扱い剛:信或は決心を有して
も，対者から否定的な返審を得ることも人生の術として，あり1Wべきことであ
るが，その際話者の確信或は決心は対者の誹否の如何とは無関係であっても少
しも差支えないことを例証すると同時に，諦粁が川いた疑問文は実蘭的には繍
者の意味をえん曲に示すものであって，この場合の疑問文と識う形態は論者が
儀煎L的な考懸からⅢいた一つの形式に過ぎないことを示す実例がある。こ虹は
先きに疑問文中の"some"を川いこ例の一群中の雄一の例についてであって，
この文例の後に次の如き対者の群えが出てくる。
0Oh,nevermindabolltme．l'mqllitchal)Iby.,
話者の疑問はとの回審により否定さ弧ろ。従って諦将がこの同縛に接する誰
で，必ずしも対肴から承誹を得る可能性が零槻的にはｲj在しなかつ己かも掘蝿
ないが，話者が対粁の意志を砿めるより,I;I己の通I翼1溌批く主談する場合に
は,$$anywhere''を川いるよりはCfsomcwllcre''の力が、己の意図を弧<表現
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するには一段と適切な表現法となるのは当然である。話者のこの遜い意図は偶
然かも知れないが，更に上の対粁の瀞えに次いで現われる話者の翼の意図はそ
れを表現するには疑問文よりもつと趨切な文型で述べられている。
6llutl'dliketotakeyouawily.WemightgotodlcRiviem1'
かくの如く話者の強い砿倫は文型が疑間であろうがなかろうが"SOnle"によっ
て表現されるのが当然であって，
@<Well,IsupIX)scyoll'renghtingfUrSOmelllio1g,"she"id．@6Oraren'tyOu
？（G・Grcene,0ん2C"M"吹MifzI｣1鯲皿1'.20.)
との岐後の疑問文はもし形態的に完全な姿で排か奴たとすれば必ずddOr&hren't
yolI5gh箇ngfbr1$omcthil噸？”と浦う形態を取ったであろうし，そうあるのが
前後の状況の上から当然であろう。
以上述べた所により疑問文叉は条件節（叉は形態的には同じである“誰c血・
脳錘”及びその他のq6doubt''を我現する文節を含んで）において，“"me，’の
使川により，文節の形式にかかわらす識い紬僧，或は別の表現を川いれば，疑
念の欠如が表現されると青えるであろう。反対にそ虹らの文節において，諦者
叉は筆春が文節の内容に自侭も意図も持たず，唯純梓の疑念を抱く場合には
"Xmle"及びそのd8comImulldli''は川いられ-富に6iimy''及びその66compoulds?'
が当然使川さるべきことは，丁庇"SO111C"に関して述べた所の逆として正しい
筈である。
Igotherctwoorthrcctim!ws&lw"kjust110wtosceifthcTe'sallything
Icando.(M&lughiL111,2'"(:1粒""I'['"I'.110.)
AndthereKL唾llol叫肥r5＆mywhe“｡'雛？（A，ChTistie，Z"“･ﾙ”〃"煙
加榊“"'""1D.33)
これらの文例はいずれもそれ自体ではとA1,らの文節が投入されている前後の事
箭を知る術はないが，いずれもその本来の場所においては，話者が文節の内容
に対して有する感1Wが耶純な疑問以外の何物でもないことは原典により簡単に
硴認できる。
疑問及び条件の文節が"SOme"叉はそのGdcompollllds''を持つ場合と46zmy''
叉はその0@comImnllds''を有する甥合との川淫上意味上の差異は，以上の如く
話者叉は筆者の心理的な態度の差異に嬬し得るが，なお蓑だ説明の残っている
場合，即ち否定文における"SOnlO"及び"&111y''の場合には，前記の場合に当
てはまる説明がその叢生迩川できるであろうか。ここで再び先きに否定文中の
c4mme'0の文例として禍げたものについて藷察すると，この場合にも先きに疑
"＆加淫，'と‘‘ざ1噸， 73
問，条件の際と同じく，との文が膳う青う状況のもとに述べら伽ているかに注
意する必要がある。前と同じに紙面の関係でこの文に先行する部分を全部引川
できないため，この文例の原典の第一部第六軍ｲ鴬文を妓後に掲げた一節は臓者
が璽要な意義ありと確信する革命戦争に従氷する戦士lⅢの同志愛を回顧する部
分であり，従ってこの文は否定文でこそあれ，二飯否定文であるため，実際に
は,Ijustbclievedlcydomamsomething.'と同等と老えるべきである。もっ
とも二重否定の文意は，強さの点では平面的な肯定の平叙文とは比ぶべくもな
く，否定文の形態を取りながらOisomething''を竹定し，砿償する，潴考の疑
念の余地のない強固な確信が，この謡の使川によって適切に表現されている。
従ってこの識の否定文に"Wme91叉はその6Cccn'l)oundg'が使川さ奴るのは当
然であり,ddany''叉はその46I地mlmullds''の使Iljとは明白に異った意図で諦者
がこれをⅢいていることは確実であり,@6someP'とd3any''とがそ奴ぞれ机異
なる意味と川法を有することが明確に瀦取され，と恥らの二語が否定文におい
ても，疑問，条件の際と全く同様に無差別には川いら恥ていないことが分か
る。遺憾なことにはD"SOme"を有する否定文は否定，疑問の二亜の目的を持
つ形態では多数の文例を見出せるのに反して，照純な否定文の形では案外に少
<,"EGにおいては疑問，条件の文例に乏しく，逆に否定文に豊宙である
のと丁度逆の経験を読普に際して襟めているために，他に適当な文例の手持ち
がなく，否定文中の"SOUne"に関する限り多少の不満と危ぐがないわけでない
が，とれは更に今後の蒐集により，この点にもう一段の舩雛淀錐くすととによ
り解決したいと思っている。これを要するに，発生的に起源を異にするこれら
の二語及びそれぞ肌の4mmImunds''は今日の英諦乙おいては，疑問，否定，
条件を表現する文節にあって，微妙であるが，それぞれ異った色彩の意味を保
持し，異った〃1法において使川されていることは，少くとも今日の標準的な英
語にあってば明確に感得でき，ヒオLらの悲だ意味の酷似した語及びそれらの
dE<"mmunds''は英語の現在の段階にあっては，他の場合に決して英語に稀ｵL
ではない談月Iに発する川法で結局年月の経過とともに繰り返えされたその後の
川法のため，逆に文法的に]Eしい川法と認められた諏翻のものに入る徴候は，
目下の所は認められない。
